
山口県柳井市

柳井市上下水道事業経営審議会

令和４年９月

～第３回 水道事業～



目 次

2

１．第２回経営審議会のまとめ‥‥‥‥･･･‥‥‥‥‥‥‥ ３

２．将来予測とその対策について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ４

３．料金算定の考え方について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥･･ ９

４．財政計画について‥‥‥‥･･････‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１

５．第３回経営審議会まとめ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６

６．第４回経営審議会（予定）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥･‥･１７



１．第２回経営審議会のまとめ
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・水道事業収支の現状について

給水人口及び有収水量等の推移

水道事業会計の仕組み

水道料金の算定方法

・水道施設の老朽化の現状について

配水管（老朽管）の現状

施設の老朽管の現状



２．将来予測とその対策について
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１-１．給水人口予測について
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２．将来予測とその対策について
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１-２．有収水量予測について
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２．将来予測とその対策について

6

２-１．老朽施設の更新について①

・配水管整備事業（老朽管更新事業）

〇 平成26年度に策定した「柳井市老朽管更新計画」に基づき、主要な配水管の更新を行う。

〇 管路の耐震化を図り、安全で安定的な水道水を供給することを目的とする。

〇 計画期間（平成27年度から令和11年度：15年間、総事業費：約45億円） ＜水道ビジョンはR5まで＞

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 ～
R15
（R20）

老朽管更新計画

内 訳

次 期 計 画
〇

策定
水道ビジョン（R6～R15）・老朽管更新計画（R6～R20）の見直し

現 老朽管更新計画

配水管更新工事
基幹管路（西部幹線）整備事業

重要給水施設配水管

配水管
更新工事



２．将来予測とその対策について
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２-２．老朽施設の更新について②

・配水施設整備事業

〇 配水施設 （配水池４箇所、ポンプ場２箇所） → 耐用年数を過ぎた施設、設備、機器の更新を行う。

〇 計画的にメンテナンスを行うことで、安全で安定的な水道水を供給することを目的とする。

〇 計画期間（平成28年度から令和9年度：12年間、総事業費：約1.8億円）

施設名称 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

柳井第１配水池

柳井第２配水池

大畠第１配水池

大畠第２配水池

水越ポンプ場

神代ポンプ場

滅菌設備更新・タンク内清掃・外壁塗装

注入点変更

滅菌設備更新・タンク内清掃・外壁塗装

外壁防水

外壁防水



２．将来予測とその対策について
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３．建設改良積立金の活用について

◇平成27年度から平成29年度に計上した建設改良積立金

≪積立額≫

≪取崩額≫

◆平成30年度から計上した建設改良積立金（処分案）

≪積立額≫

≪取崩額≫

・建設改良積立金は、事業費按分により取り崩す。
・積立金を処分する額だけ、起債額（借入額）を減額する。
・積立金の充当先は、老朽管更新事業に限る。

方
針

平成27年度 平成28年度 平成29年度 合 計

12,000,000円 57,500,000円 88,233,590円 157,733,590円

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 合 計

27,500,000円 25,771,000円 33,096,000円 33,900,000円 37,466,590円 157,733,590円

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 計

34,181,676円 47,972,160円 52,569,530円 0円 - 円 134,723,366円

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 計

老朽管更新事業費に充当 134,723,366円



３．料金算定の考え方について

9

１．今回の料金算定の基本的な考え方

料金算定の根拠 ・・・ 柳井市水道料金算定要領（平成27年1月策定）

※別紙資料

料金の算定期間 ・・・ 令和５年度から令和８年度まで（４年間）

【要領第３条より】

料金算定の方法 ・・・ 総括原価方式

【要領第２条より】



３．料金算定の考え方について
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２．料金算定の流れ

①財政計画の策定

②料金水準の算定
（総括原価の算定）

③料金体系の設定
（個別原価の算定）

④料金表の設定

・料金算定期間の決定
・水需要の予測
・財政シミュレーション

・料金総収入額の算定
・関連収入の控除
・資本費用の算入

・原価の分解
・原価の配分
・原価の配賦

第４回審議会

第５回審議会

第３回審議会



４．財政計画について
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１-１．財政計画の策定に当たって（収益的収入及び支出①）

費 目 算定に当たっての留意点
該当
番号

収

益

的

収

入

給 水 収 益
資料P.5で示した有収水量の推移に基づき、現行の料
金体系を維持した場合の水道料金として算定。

①

控
除
収
益

その他営業収益
他会計負担金、加入負担金、手数料を過去の実績に基
づき算定。

①

他会計補助金 財政課との協定及び過去の実績に基づき算定。 ②

その他収入 預金利息、庁舎使用料等過去の実績に基づき算定。 ②

長期前受金戻入
現況資産については、予定額を計上。新規取得にかか
る資産については、予定される特定財源（国庫補助金
等）に基づき算定。

③



４．財政計画について
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１-２．財政計画の策定に当たって（収益的収入及び支出②）

費 目 算定に当たっての留意点
該当
番号

収

益

的

支

出

職員給与費
平成30年度に職員数11人から10人に1名減。令和元年度から職
員数10人から9人に1名減。令和5年度以降も職員数9人分で算定。

④

修 繕 費
過去の実績、今後の修繕予定額及び各年度のメーター取替個数
により算定。

④

受 水 費

令和4年度まで1㎥当たり113円で計上。柳井地域広域水道企業
団との協議で令和3年度から1㎥当たり110円に改定予定だったが、
平成30年度の大島大橋への貨物船衝突事故の影響により先延
ばしとなった。令和5年度以降は今後協議することとなるが、今後
10年間は1㎥当たり113円で据え置きとし算定。4年に1回のうるう
年を反映。

④

その他維持管理費
薬品費、動力費、委託料、手数料、備品・消耗品費等を計上。燃
料、電気料に関わるものは4年で倍増、委託料は4年で20%増とな
る前提とした。それ以外は過去の実績に基づき算定。

④

支払利息 近年の借入金利を考慮し0.9％×1.5＝1.35％で算定。 ⑤

減価償却費
現況資産については、予定額を計上。新規取得にかかる資産に
ついては、建設改良費に基づき算定。

⑥



４．財政計画について
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１-３．財政計画の策定に当たって（資本的収入及び支出）

費 目 算定に当たっての留意点
該当
番号

資
本
的
収
入

企 業 債 国庫補助金及び建設改良積立金を考慮し、企業債（借入額）を算定。 ⑦

他会計補助金 財政課との協定及び国庫補助予定額に基づき算定。 ⑧⑨

その他収入 過去の実績に基づき算定。 ⑧

資
本
的
支
出

建設改良費 老朽管更新計画及び柳井市実施計画に基づき算定。 ⑩

企業債償還金
令和３年度までの借入にかかる企業債償還金（借金の返済）は、予
定額を計上。

⑪

その他支出
固定資産（メーター、システム）購入費を計上。過去の実績に基づき
算定。

⑪



４．財政計画について
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２-１．財政計画①（令和5年度から4年間）



４．財政計画について
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２-２．財政計画②（令和5年度から4年間）



５．第３回経営審議会まとめ
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・ 将来予測とその対策について

給水人口・有収水量の予測

事業計画

・ 料金算定の考え方について

料金算定の考え方

料金算定の流れ

・ 財政計画について

財政計画の策定に当たって

財政計画



６．第４回経営審議会（予定）
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・ 水道料金体系の検討について

財政計画について

総括原価による検討

個別原価の検討

次回に続く

Dr.すいどー


